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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・11/3(木)写真撮影がある為、集合時間･立ち位置の確認を各自再度行うように。
・11/3(木)第4回法人研修　場所:メモリアルホール　時間:13:00～14:20

・11/8(火)実地指導がある。6.7月分の記録をカルテ庫に保管し、記録や日誌の不備が無いように確認すること。また、疾患別診療計画書のサインを貰っていない人は、急ぎサインを貰うこと。

・11/9(水)16:00～プログラム検討会
・インフルエンザの予防接種を受ける日程を各自スケジュールに入力すること。

＜利用者様情報＞

デイケア

・鈴木　知子　様～本日より正式利用を開始している。デイケアについて「いろいろわかんないことがあって、うまく出来るか不安です」と話しており、何かあった際にはすぐ質問しても良いことと、スタッフから声を掛けて不安の解消を図っていくことを伝えると「よろしくお願いします」と笑顔で返答している。今後本人と面談しながら目標計画を検討していく。

・磯島　貴広　様～最近相手が会話をしている場面でも割り込むように挨拶をすること等の不自然な行動がみられている。本人から不調等の訴えは聞かれていないが、病状変化の可能性がある為、今後も本人の言動に注意しながら関わっていく。

・駒木　洋士　様～本日エアロビクスのストレッチに参加しているが、終了し昼食を摂った後「腰が痛くなってきたんだよね」と腰痛を訴えている。強い痛みではないとのことだが、様子を見てみることとしている。

デイナイトケア
・古舘　正行　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、夕食後薬を服用する前に喫煙要求があることや、振戦強く疎通が悪い状況が見られていたとのこと。午前中のデイナイトケアでは上記様子はなく、普段通りに過ごしている。夕方以降振戦や疎通の悪さが見られる事が多い為、本人の言動に注意しながら関わっていく。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、今ままで自分からリネン整備をすることが無かったが、自分から行おうとしている為、評価しているとのこと。本日のデイナイトケアでは普段通り問題なく過ごすことが出来ている。

・吉田　キクエ様～食事摂取時に義歯を付けずに食事をしており、スタッフが介入している。装着時には問題ないが、噛む際に痛みがあるとのことで、歯科受診を希望している。青風荘スタッフと情報共有し、今後の予定を調整していく。

＜外来情報＞

・板橋　利美　様～肩、膝、腰に痛みがあると話しているが、処方薬の変更は無い。他の人が騒がしくイライラすることがあると話している。本日インフルエンザ予防接種を実施している。

・磯島　貴広　様～借金は300万円あり、返済期間は長いところで8年間とのこと。デイケアで行った漢字テストが難しかったと話している。採血検査は12月に希望している。

・中村　茂　様　～下肢の脱力があり、夕方に億劫になると話している。幻聴があり名前を呼ばれると話しているが問題はないとのこと。

・倉橋　生子　様～足が重くて辛いとのことで、薬を以前の物に戻して欲しいと希望している。以前のようにレボトミンをロラゼパムに変更しているが、大きな声を出す事や不調と感じられる言動があった際には元に戻すことを説明されている。

・繁名　和恵　様～本人希望でロキソニンが処方となり、咳と鼻水があるとのことで、PLが処方されている。幻聴はあると話しているが、大きな問題なく料理をしていると報告している。

・藤村　翔　様　～幻聴があると話しているが、特に問題はないとのこと。料理を自分で作っていると報告している。

＜勉強会＞

WRAPについて

Wellness Recovery Action Plan：WRAP　日本語では、「元気回復行動プラン」

・不快あるいは危険な、身体の症状と感情の激しい起伏を、モニターし、軽減し、解消するためのシステム。

・誰もが簡単に使え、いつでも元気でいられるように、自分で工夫をして作られたプランがWRAP。

WRAPの流れ

①キーコンセプト

希望の感覚、学び、権利擁護、サポート、主体性の5つ

⇒各項目について、自分自身の状態を振り返りながら考える。

②元気に役立つ道具箱

・元気でいるために、「今までしてきた事」、「これからやってみたい事」、「気分がすぐれない時に元気を保つためにやってきた事」を書き込む。

⇒これらの方法（道具）は、各行動プランを作る材料になる。

・実際に使ってみてどうだったかを振り返る事も大切。

③日常生活管理、引き金、クライシスに対する各行動プラン

②の道具箱の内容を、日常生活管理、引き金、クライシス各場面にあてはめ、そのような状況になった際に道具箱の行動を行い、すぐ元気になることが出来るようなプランを作成する。

